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卒
業
論
文
作
成
の
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引
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一 

卒
業
論
文
提
出
ま
で
の
手
順
と
日
程 

一
―
一 

卒
業
論
文
題
目
届 

 

五
月
三
十
一
日
（
水
）
午
後
四
時
ま
で
に
、「
卒
業
論
文
題
目
届
」
を
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室 

（
総
研
ビ
ル
一
〇
階
）
に
提
出
す
る
。 

規
定
の
用
紙
に
題
目
を
記
入
し
、
指
導
教
員
に
確
認
の
印
鑑
を
捺
印
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
提
出
す
る
。

そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
提
出
期
限
の
一
週
間
前
ま
で
に
は
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
で
用
紙
を
も
ら
い
、

指
導
教
員
の
日
程
を
確
認
し
て
、
捺
印
し
て
も
ら
う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

用
紙
の
配
布
は
五
月
初
め
か
ら
行
っ
て
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
に
取

り
に
来
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

な
お
、
提
出
に
つ
い
て
も
、
教
員
の
印
鑑
が
捺
印
さ
れ
て
い
れ
ば
、
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
で
随
時

受
け
付
け
て
い
る
。 

 

こ
の
時
点
で
提
出
し
た
題
目
は
、
後
で
変
更
不
可
能
な
の
で
、
指
導
教
員
と
相
談
の
上
、
よ
く
考
え
て

決
定
す
る
こ
と
。
な
お
、
副
題
（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
）
を
後
か
ら
付
加
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。 

 

一
―
二 

卒
業
論
文
提
出 

 

本
年
度
は
十
二
月
十
三
日
（
水
）・
十
四
日
（
木
）
が
提
出
日
で
あ
る
。 

 

指
定
さ
れ
た
時
刻
ま
で
に
、
教
務
課
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。
日
時
は
厳
守
さ
れ
、
遅
刻
等
は
い
か
な

る
理
由
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
の
で
注
意
す
る
こ
と
。（
毎
年
、
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
に
間

違
え
て
提
出
し
よ
う
と
す
る
学
生
が
数
名
い
る
が
、
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
で
は
提
出
を
受
け
付
け
な

い
）。 

 

卒
業
論
文
本
体
と
合
せ
て
、
卒
業
論
文
要
旨
（
様
式
は
後
述
）
も
別
綴
じ
に
し
て
提
出
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
、
そ
の
分
の
時
間
の
余
裕
も
考
え
て
お
く
こ
と
。
提
出
場
所
・
時
間
な
ど
の
詳
細
は
後
日
、
ポ
ー

タ
ル
で
伝
え
る
と
と
も
に
掲
示
す
る
の
で
、
必
ず
注
意
す
る
こ
と
。 

 

二 

「
卒
業
論
文
」
お
よ
び
「
卒
業
論
文
要
旨
」
の
体
裁 

二
―
一 

卒
業
論
文 

①
書
式
は
特
に
定
め
ず
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
、
手
書
き
の
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。 

②
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
を
基
準
と
し
、
手
書
き
の
場
合
に
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
用
い
る
こ

と
と
す
る
。 

③
分
量
は
最
低
で
も
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
〇
枚
相
当
（
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
二
万
字
。
た
だ

し
ル
ビ
は
字
数
に
含
ま
な
い
。）
を
越
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

④
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
指
導
教
員
の
指
示
に
よ
く
従
う
こ
と
。 
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二
―
二 

卒
業
論
文
要
旨 

 

卒
業
論
文
と
は
別
に
、
要
旨
を
提
出
す
る
。 

 

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
、
手
書
き
の
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。
分
量
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
で
、

サ
イ
ズ
は
Ａ
４
と
す
る
。
手
書
き
の
場
合
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。 

 

Ｂ
４
判
の
原
稿
用
紙
を
用
い
た
場
合
は
、
縦
書
き
に
し
、
半
分
に
折
っ
て
ホ
チ
キ
ス
な
ど
で
綴
じ
る
。 

 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
に
置
か
れ
た
見
本
で
必
ず
確
認
す
る
こ
と
。 

 

要
旨
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い
卒
業
論
文
は
受
け
付
け
な
い
。
な
お
、
こ
の
要
旨
は
後
に
合
綴
し

て
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
に
保
存
し
公
開
す
る
の
で
、
必
ず
要
旨
冒
頭
に
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。 

 

二
―
三 

提
出
時
の
注
意 

 

卒
業
論
文
は
、
卒
業
論
文
用
表
紙
を
付
け
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
綴
じ
る
こ
と
。 

綴
じ
方
は
縦
書
き
右
綴
じ
が
原
則
で
あ
る
が
、
指
導
教
員
に
よ
っ
て
方
針
が
異
な
る
の
で
、
綴
じ
る
前

に
必
ず
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
。 

 

要
旨
に
は
、
要
旨
の
上
に
白
紙
を
付
け
、
そ
の
白
紙
に
「
レ
ポ
ー
ト
提
出
票
」
を
貼
る
こ
と
。 

 

所
定
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
票
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
卒
業
論
文
本
体
と
要
旨
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
に
貼

付
し
て
提
出
す
る
こ
と
（
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
の
見
本
に
従
う
こ
と
）。 

 

三 

卒
業
論
文
の
ま
と
め
方 

三
―
一 

「
論
文
」
と
は 

「
論
文
」
は
、
自
分
自
身
で
テ
ー
マ
を
発
見
し
、
先
行
研
究
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
自
分

自
身
の
方
法
を
編
み
出
し
て
、
自
分
な
り
の
解
答
を
発
見
し
、
他
者
に
も
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
に
提
示

す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

三
―
二 

「
論
文
」
の
構
成
要
素 

（
１
）
自
分
自
身
の
テ
ー
マ
（
大
き
な
テ
ー
マ
と
、
そ
の
た
め
の
小
テ
ー
マ
） 

（
２
）
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
先
行
研
究
の
ま
と
め
（
何
が
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
。
研
究

史
が
見
逃
し
て
い
る
問
題
は
何
か
） 

（
３
）
先
行
研
究
に
対
す
る
、
自
分
の
研
究
の
位
置
付
け 

（
４
）
自
分
の
結
論
を
出
す
た
め
の
方
法
と
視
点
（
ア
イ
デ
ィ
ア
） 

（
５
）
自
分
自
身
に
よ
る
調
査
と
論
証
と
考
察 

（
６
）
自
分
自
身
の
結
論 

 

三
―
三 

調
査
・
利
用
す
る
資
料
に
つ
い
て 

・
第
一
次
資
料
＝
研
究
対
象
と
す
る
作
品
・
資
料
か
ら
採
取
し
た
デ
ー
タ 

・
第
二
次
資
料
＝
研
究
対
象
と
す
る
作
品
・
資
料
に
関
わ
る
作
品
・
資
料
か
ら
採
取
し
た
デ
ー
タ 

・
第
三
次
資
料
＝
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
先
行
研
究
（
研
究
書
・
論
文
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
） 
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※
資
料
の
違
い
を
十
分
に
意
識
し
、
第
一
次
資
料
・
第
二
次
資
料
を
ベ
ー
ス
に
論
を
組
み
立
て
る
。 

 

三
―
四 
論
文
の
構
成 

Ⅰ
 

序
論 

 

①
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
自
分
自
身
の
問
題
関
心
、
方
法
、
視
点
の
提
示 

 

②
参
考
研
究
の
整
理
と
問
題
点
の
指
摘 

 

③
先
行
研
究
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
明
確
に
論
文
の
方
向
を
提
示
す
る 

Ⅱ
 

本
論 

 

④
分
析
と
論
証 

 
 

※
「
章
」
と
「
節
」
に
分
け
て
記
述
す
る
。
論
旨
の
展
開
に
最
も
適
切
な
組
み
立
て
方
を
工
夫
す
る
。 

Ⅲ
 

結
論 

 

⑤
自
分
自
身
の
結
論
の
提
示 

 

⑥
残
さ
れ
た
研
究
課
題
や
今
後
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
言
及
、
お
よ
び
謝
辞 

 

三
―
五 

論
文
の
具
体
的
な
形
式 

１ 

扉 
 
 

論
文
題
目
と
氏
名
を
書
く
。
裏
は
白
紙
の
ま
ま
で
よ
い
。 

２ 

目
次 

 

章
や
節
の
名
称
と
ペ
ー
ジ
を
書
く
。 

※
第
何
章
、
あ
る
い
は
第
何
節
が
何
ペ
ー
ジ
か
ら
か
を
、
必
ず
記
す
こ
と 

３ 

凡
例 

 

論
文
全
体
に
わ
た
っ
て
使
用
し
た
作
品
の
本
文
や
、資
料
が
何
に
よ
る
も
の
か
を
記
す（
例

え
ば
、
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
〈
小
学
館
〉
の
本
文
に
拠
っ
た
こ
と
を
明
記
す
る
）

「
依
拠
テ
キ
ス
ト
一
覧
」
な
ど
の
形
で
、
本
論
の
最
後
に
記
し
て
も
良
い
。 

４ 

序
（
序
章
／
は
じ
め
に
／
は
し
が
き
） 

５ 

第
一
章
〔
必
ず
章
の
タ
イ
ト
ル
を
入
れ
る
〕 

 
 
 
 

一
（
ま
た
は
第
一
節
）〔
で
き
る
だ
け
節
の
タ
イ
ト
ル
を
入
れ
る
〕 

 
 
 
 

二
（
ま
た
は
第
二
節
） 

 
 
 
 

三
（
ま
た
は
第
三
節
） 

 
 
 

…
… 

 
 

第
二
章
〔
必
ず
章
の
タ
イ
ト
ル
を
入
れ
る
〕 

 
 
 
 

一
（
ま
た
は
第
一
節
） 

 
 
 
 

二
（
ま
た
は
第
二
節
） 

 
 
 
 

…
… 

 
 
 
 

…
… 

 
 
 
 
 
 
 

※
「
注
」
は
①
各
ペ
ー
ジ
の
右
端
（
縦
書
き
の
場
合
）
ま
た
は
下
（
横
書
き
の
場
合
）、

②
各
章
の
末
尾
、
③
本
論
の
最
尾
、
の
ど
こ
か
に
記
す
。
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
。 

６ 

跋
（
終
章
／
お
わ
り
に
／
あ
と
が
き
） 

 

論
文
全
体
を
要
約
し
、
今
後
の
課
題
を
記
す
。
学
外
の

機
関
に
協
力
を
得
た
場
合
の
謝
辞
な
ど
が
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
記
す
。 
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７ 
資
料 

 
 

※
特
に
分
量
の
多
い
写
真
・
図
・
表
・
統
計
デ
ー
タ
な
ど
を
論
文
に
添
え
る
場
合
、
こ

こ
に
一
括
す
る
。 

８ 

参
考
文
献 

卒
業
論
文
を
書
く
た
め
に
参
考
に
し
た
文
献
（
本
論
で
引
用
し
な
か
っ
た
も
の
も
含
め 

 
て
）
を
全
て
挙
げ
る
。
※
著
者
別
五
十
音
順
な
ど 

 

９ 

論
文
要
旨 

別
記
の
体
裁
（
二
―
二
）
で
別
綴
じ
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

※
論
文
の
具
体
的
形
式
は
内
容
や
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、
指
導
教
員
と

相
談
し
、
指
示
に
従
う
こ
と
。 

 

三
―
六 

原
稿
の
書
き
方 

【
章
・
節
の
見
出
し
と
本
文
の
書
き
出
し
】 

・「
章
」
は
二
行
目
に
、
上
を
二
文
字
程
度
あ
け
て
「
第
○
章
」
と
し
、
次
に
一
字
あ
け
て
「
章
」
の
タ
イ

ト
ル
を
書
く
。 

・「
節
」
は
「
章
」
の
見
出
し
か
ら
一
行
お
い
て
、「
章
」
よ
り
一
字
下
げ
に
し
て
、「
○
」
ま
た
は
「
第
○

節
」
と
書
き
、
次
に
一
字
あ
け
て
「
節
」
の
タ
イ
ト
ル
を
書
く
。 

・
本
文
は
「
節
」
か
ら
一
行
お
い
て
書
き
出
す
。
適
宜
段
落
を
分
け
、
各
段
落
の
書
き
出
し
は
一
字
下
げ
。 

 

【
文
体
】 

・
文
体
は
「
で
あ
る
」
体
で
統
一
す
る
。 

・
一
文
、
一
段
落
の
長
さ
は
、
短
す
ぎ
ず
、
長
す
ぎ
ず
に
（
一
段
落
に
お
け
る
主
張
は
一
つ
）。 

 

【
句
読
点
】 

・
句
読
点
・
括
弧
（「 

」・『 

』・（ 

）・〈 

〉
な
ど
）
等
は
一
字
分
と
す
る
。
た
だ
し
、
符
合
が
二
つ

重
な
る
場
合
は
、
合
せ
て
一
字
分
と
す
る
。 

例 

。」 

。） 

・
次
の
行
の
初
め
に
句
読
点
が
来
て
し
ま
う
時
は
、
前
の
行
の
末
尾
に
記
す
。 

 

【
引
用
文
】 

・
短
い
文
や
語
句
を
引
用
す
る
場
合
は
「 

」
で
囲
ん
で
、
論
文
の
本
文
に
入
れ
る
。 

・
長
い
引
用
は
、
改
行
し
て
、
二
字
下
げ
に
し
て
記
す
。 

・
出
典
を
凡
例
や
注
な
ど
で
明
ら
か
に
し
て
お
く
。 

・
引
用
文
の
仮
名
遣
い
な
ど
も
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
原
文
に
誤
記
や
誤
植
の
あ
る
と
思
わ
れ
る

時
に
は
、
そ
の
部
分
の
右
傍
に
「
マ
マ
」
と
小
書
き
し
て
お
く
。 

・
引
用
文
に
、
卒
業
論
文
の
筆
写
が
傍
点
・
傍
線
・
注
記
な
ど
を
付
け
た
時
は
、「
傍
点
、
引
用
者
」
な
ど

と
（ 

）
に
入
れ
て
、
引
用
文
末
な
ど
に
明
記
す
る
。 

・
長
い
詩
を
論
文
の
本
文
の
中
で
引
用
す
る
時
は
、「
秋
の
日
の
／
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の
／
た
め
い
き
の
／
身
に

し
み
て
／
ひ
た
ぶ
る
に
／
う
ら
悲
し
。」
の
よ
う
に
、
原
文
の
改
行
を
「
／
」
で
示
す
。 
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【
注
】 

・
注
で
は
、
①
引
用
し
た
作
品
・
資
料
、
ま
た
引
用
文
献
の
書
誌
情
報
を
記
す
、
②
本
文
の
中
で
は
展
開

し
に
く
い
が
、
省
略
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

・
注
は
、
本
文
の
右
傍
（
原
稿
用
紙
の
場
合
）、
直
後
（
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
）
に
、「（
１
）」「（
２
）」
…
、

や
「
注
１
」「
注
２
」
…
と
注
番
号
を
記
し
、
そ
の
内
容
は
本
論
の
末
尾
な
ど
に
ま
と
め
て
記
す
。 

・
注
番
号
の
ス
タ
イ
ル
は
統
一
す
る
こ
と
。 

・
書
誌
情
報
の
記
し
方
は
以
下 

〔
本
〕 

 
 
 
 

著
者
名
『
書
名
』
章
・
節
ま
た
は
ペ
ー
ジ
、
発
行
所
、
発
行
年 

〔
論
文
集
の
論
文
〕
著
者
名
「
論
文
名
」（
副
題
ま
で
）」
編
者
名
『
書
名
』
発
行
所
、
発
行
年 

 

〔
雑
誌
論
文
〕 

 

著
者
名
「
論
文
名
（
副
題
ま
で
）」『
雑
誌
名
』
巻
号
、
発
行
年
月 

 

《
注
意
事
項
》 

 

・
誤
字
脱
字
に
注
意
す
る
こ
と
。
卒
業
論
文
の
原
稿
が
完
成
し
た
ら
、
提
出
前
に
必
ず
誤
字
脱
字
の
確

認
を
す
る
よ
う
に
。 

 

・
作
品
の
あ
ら
す
じ
の
説
明
や
、
他
人
の
説
の
引
用
と
紹
介
だ
け
で
は
、
論
文
で
は
な
い
。
先
行
研
究

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
方
法
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
示
す
も
の
が
論
文
で
あ
る
。 

 

・
先
行
研
究
を
利
用
す
る
場
合
、
ど
こ
ま
で
が
先
行
研
究
の
説
で
、
ど
こ
か
ら
が
自
分
の
考
え
で
あ
る

か
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
記
述
す
る
こ
と
。 

 

・
先
行
研
究
を
引
用
す
る
場
合
、
そ
れ
が
誰
の
説
か
を
必
ず
明
記
す
る
。「
～
と
言
わ
れ
て
い
る
」「
～

で
あ
る
そ
う
だ
」
と
い
う
出
所
の
曖
昧
な
引
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

・
文
学
作
品
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
本
文
を
必
ず
用
い
る
こ
と
。
特
に
近
代
文
学
の
作

品
に
つ
い
て
は
、文
庫
本
で
は
な
く
、し
っ
か
り
と
校
訂
さ
れ
た
個
人
全
集
や
文
学
全
集
を
利
用
す
る
。 

 

・
作
品
や
資
料
（
第
一
次
資
料
・
第
二
次
資
料
）
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
原
文
を
引
用
し
な
が
ら
論

を
進
め
る
。 

 

・
「
卒
業
論
文
要
旨
」
に
は
、
卒
業
論
文
で
得
た
結
論
を
具
体
的
に
記
す
（
各
章
ご
と
に
記
す
よ
い
）。

「
～
に
つ
い
て
研
究
し
た
」「
～
に
つ
い
て
考
察
し
た
」
と
漠
然
と
研
究
対
象
を
記
す
だ
け
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。 

 

・
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
提
出
直
前
の
イ
ン
ク
切
れ
や
用
紙
切
れ
に
注
意
す

る
こ
と
。
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
ず
す
る
こ
と
。
大
学
の
プ
リ
ン
タ
を
利
用
す
る
場
合
は
、
提

出
期
限
日
頃
は
込
み
合
う
の
で
、
事
前
に
下
見
し
、
余
裕
を
も
っ
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
。 

 

・
そ
の
他
不
明
な
点
は
日
本
文
学
科
合
同
研
究
室
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
（
外
線0

3
-3

4
0

9
-7

9
1
7
 

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スjp

n
@

cl.a
o
y
m

a
.a
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） 
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（
参
考
例
） 

  
 

第
六
章 

歌
垣
の
意
義
と
そ
の
歴
史 

  
 
 

第
一
節 

歌
垣
の
意
義 

  

「
歌
垣
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
は
、
分
か
り
き
っ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
学
者
に
よ
っ
て

理
解
の
仕
方
が
か
な
り
違
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
起
源
に
関
す
る
説
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
古
代
文
献
に
お
け
る
歌
垣
の
記
述
が
簡
略
で
、
そ
の
具
体
的
な
姿
が
把
握
し
に
く
い
こ

と
と
と
も
に
、
歌
垣
自
体
が
行
事
の
形
態
、
内
容
の
面
で
も
、
機
能
の
面
で
も
、
時
代
と
共
に
変
化
し
て

お
り
、
歌
垣
の
遺
風
と
見
ら
れ
る
今
日
の
民
俗
も
、
地
方
に
よ
っ
て
か
な
り
様
相
を
異
に
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。 

 

従
来
歌
垣
の
理
解
の
仕
方
を
起
源
論
を
含
め
て
一
応
整
理
し
て
み
る
と
、
第
一
は
性
的
解
放
な
い
し
婚

約
と
い
う
面
に
お
い
て
歌
垣
を
理
解
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
原
始
的
乱
婚
の
遺
風
と
す
る
説
（
注
１
）、
神

判
婚
ま
た
は
縁
結
び
の
行
事
と
す
る
説
（
注
２
）
が
あ
る
。
第
二
は
異
な
る
地
域
の
者
の
参
加
に
よ
る
異

族
結
婚
、
異
族
文
化
の
接
触
の
行
事
と
見
る
説
（
注
３
）、
第
三
は
農
耕
予
祝
を
本
質
と
す
る
季
節
祭
と
す

る
説
（
注
４
）
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
成
年
式
と
関
係
が
あ
る
と
す
る
説
（
注
５
）、
年
齢
別
集
団
の
祭
と

す
る
説
（
注
６
）
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
説
は
、
歌
垣
の
機
能
や
形
態
の
あ
る
一
面
、
あ
る
い
は
あ

る
時
代
、
あ
る
地
方
に
お
け
る
あ
り
方
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
説
で
あ
り
、
今
日

の
わ
が
国
や
外
国
の
民
俗
の
例
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
裏
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
歌
垣
が
そ
れ
ほ
ど
多
面
的
な
性
格
を
持
つ
行
事
で
あ
り
、
ま
た
時
代
的
・
地
方

的
に
、
か
な
り
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
従
っ
て
歌
垣
の
本
質
と
か
起
源
の
問
題
は
、
そ

れ
の
行
わ
れ
る
時
期
、
場
所
、
参
加
者
な
ど
の
形
態
的
な
面
、
行
事
の
具
体
的
な
内
容
と
機
能
な
い
し
目

的
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
行
っ
た
か
を
歴
史
的

に
明
ら
か
に
し
た
上
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
こ
で
ま
ず
歌
垣
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
古
代
の
文
献
の
中
で
「
歌
垣
」
ま
た
は
「
カ
ガ

ヒ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
行
事
の
形
式
・
内
容
・
機
能
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の

民
俗
と
の
比
較
を
試
み
て
み
よ
う
。 

 
 
 
 

登
筑
波
嶺
為
嬥
歌
会
日
作
歌 

 
 

鷲
の
住
む 

筑
波
の
山
の 

裳
羽
服
津
の 

其
の
津
の
上
に 

率
ひ
て 

未
通
女
壮
士
の 

往
き
集 

ひ 

か
が
ふ
嬥
歌
に 

他
妻
の 

吾
も
交
ら
む 

吾
が
妻
に 

人
も
言
問
へ 

此
の
山
を 

う
し
は

く
神
の 

昔
よ
り 

禁
め
ぬ
行
事
ぞ 

今
日
の
み
は 

め
ぐ
し
も
な
見
そ 

事
も
咎
む
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
虫
麻
呂
歌
集
（『
万
葉
集
』
巻
九
・
一
七
五
九
） 
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記
述
が
簡
単
で
詳
し
い
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
筑
波
山
の
歌
垣
に
つ
い
て
は
、『
常
陸
風
土
記
』

に
こ
の
行
事
の
内
容
が
か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

注 （
注
１
）
土
居
光
知
『
文
学
序
説
（
再
訂
版
）』
八
―
一
二
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
。 

（
注
２
）
原
田
敏
明
「S

a
n

ctu
a

ry

よ
り
見
た
る
歌
垣
」『
日
本
古
代
宗
教
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
三
。 

（
注
３
）
高
野
辰
之
『
日
本
歌
謡
史
』
九
一
―
九
二
頁
、
春
秋
社
、
一
九
二
六
、
一
九
三
八
（
新
訂
増
補
）。 

（
注
４
）
木
本
通
房
「
歌
垣
の
歌
謡
に
つ
い
て
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
13
巻
第
12
号
、
一
九
三
八
―
一

二
。
倉
野
憲
司
「
歌
垣
の
再
検
討
」『
文
学
』
第
８
巻
第
５
号
、
一
九
四
〇
―
五
。 

（
＊
以
下
略
） 

 
 
 
 

〈
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
〉
に
よ
る
〉 


